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令和６年度も残り半年…さらなる成長に期待

短い秋休みを挟んで前期終業式と後期始業式（Ⅲ期ガイダンス）を行いました。１
年生は中学校で初めての通信簿を受け取り、各教科の評価に一喜一憂したことと思い
ます。２年生は、学校祭終了後から始まった生徒会役員選挙の様子から、３年生から
学校のリーダーを引き継ぐ自覚・覚悟ができつつあるようです。３年生は、今月２８
日に予定されている入試説明会を節目に、卒業後の進路について自己選択する時期と
なります。
後期は、これまでの学校行事や部活動等で培った力を、授業（学習）の場で発揮す

る期間となります。これからの半年間、生徒一人一人のさらなる成長に期待していま
す。（下は、Ⅲ期ガイダンス、生徒会役員選挙運動の様子）

前期の振り返り １年Ｂ組 ○○ ○○

僕が四月に大内中学校に入学した当初は、小学生との違いを多く感じました。例えば、教科
担任の先生がいること、部活動などで生活リズムが大きく変わったことなどです。新鮮な気持
ちで臨んだこの前期で、特に印象に残っていることを三つ紹介します。
一つ目はテスト勉強についてです。前期の中間テストと期末テストでは、授業で習ったこと

の復習を中心に計画を立てました。そのおかげで目標点数に近い成績を残すことができました。
後期の定期テストでも継続できるようにしたいです。
二つ目は部活動についてです。僕は今まで経験の無い卓球部に所属しました。入りたての頃

は初心者でうまくできませんでしたが、練習を重ねるうちに自分でも成長を実感できるように
なりました。九月の新人戦では勝利こそできませんでしたが、精一杯頑張ることができました。
この大会で学んだことを生かして、来年度の大会では一勝できるように頑張りたいです。
三つ目は、なんと言っても大中祭です。初めて中学生として参加しましたが、すごく楽しか

ったし、いろんなことを学べました。合唱コンクールでは、パートリーダーを中心にみんなで
アドバイスし合って練習したことで、クラスの気持ちが一つにまとまっていき、歌もそろって
いったと思います。僕は、中学生らしい低い声を出すのが大変でしたが頑張りました。何より
も、先輩たちが様々な企画を考えて、すごく盛り上げてくれたので、思い出に残る大中祭にな
ったと思います。だから、来年からは僕も、先輩たちのように盛り上げていきたいと思いまし
た。でも、僕には漫才はできません。
後期でも、学校の校訓の１つである「躍進」という言葉の通り、いろいろなことに積極的に

取り組んでいきたいです。

前期の振り返りと後期に向かって ２年Ａ組 ○○ ○○

私が前期に頑張ったことは、部活動と学習です。部活動では、演奏者として初めてコンクー
ルに出ました。緊張のせいか、手や口が震えて、音がしっかり出なかったり、普段ミスしない
ところでミスしてしまったりして、練習してきたことをすべて出すことはできませんでした。
ですから、コンクール後の練習から自分の反省点を考え、変な音が鳴ったり、音を間違ってし
まう自分の良くない癖や、苦手なフレーズを中心に、何回も何回も練習を重ねました。その甲
斐あって、大勢の人の前でも自信をもって演奏できるくらいになりました。
私は、コンクールや定期演奏会などの様々なステージに向けて、これからも日々の練習を大

切に頑張っていこうと思います。
次に、学習についてです。特に頑張った教科は数学です。私は五教科の中で一番苦手なもの

が数学で、定期テストでは、いつも一番低い点数を取っていました。しかし、分からないとこ
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ろを先生に聞いたり、ワークの解説で調べたりして繰り返し練習をしました。その結果、前期
中間テストでは今までのテストから２０点ほど高い点数を取ることができました。
この経験から、いい点数を取るためには、分からない問題を理解するまで何度も繰り返して

解くことがとても大切だと分かりました。これからの学習でも、苦手な教科に限らず、すべて
の教科において、分からない問題は自分にとってチャンスと考えて学習していきたいです。
後期に頑張りたいことは、部活動と学習の両立です。部活動では、定期演奏会後、三年生が

引退し、二年生が主体となってバンドを引っ張っていくことになります。自分もみんなもさら
にレベルアップできるよう、さらに練習に力を入れて取り組んでいきたいです。学習では、数
学だけではなく、すべての教科の苦手なところが少なくなるようにします。そのためにも、分
からない問題から逃げずに、分かるまで何度も繰り返し復習を頑張りたいです。

前期を振り返って、後期頑張りたいこと ３年Ｂ組 ○○ ○○

私が前期に頑張ったことは二つあります。一つ目は、運動会です。私は運動会で団長という
立場になりました。最初は、どのような応援にするか、どうやって一，二年生に上手く伝える
かなど、色々と悩みました。しかし三年生の団員がアドバイスや意見を出してくれて乗り越え
ることができ、とても頼もしいなと思いました。全体練習の時は、一，二年生に上手く伝わら
ないことがありましたが、最後までみんな頑張ってくれました。運動会の結果は残念でしたが、
青龍団で披露した「疾風迅雷」は迫力もあり、自分の中では間違いなく一番良かったと思いま
す。中学校生活最後の運動会は、とても楽しかったです。
二つ目は、部活です。部活では春季大会地区準優勝、総体は地区優勝を果たし、全県ベスト

８という結果でした。特に総体では、今まで練習してきたことを発揮できたと思います。また、
全校応援の力も借り、一人一人がベストを尽くせました。全校の皆さんありがとうございまし
た。そして、こんなに熱い監督、コーチ、キャプテンのもと野球ができて、自分はとても恵ま
れていると感じました。
最後に、後期は勉強を頑張りたいです。私は、特に数学と英語の点数があまり良くないので、

数学の公式や英語の単語、英文の復習をテキストやワーク、過去問を活用して、点数を伸ばし
てきたいです。そして、志望校に入れるように頑張ります。また、勉強も頑張りつつ、残りの
学校生活を学年やクラスのみんなと全力で満喫して、卒業するときには笑って卒業できるよう
にしたいです。それまで、皆さん宜しくお願いします。


